
＊
幟
に
関
す
る
歴
史
的
資
料 

 

（
担
当
：
裏
直
記
） 

・
御
坊
町
西
町
幟
資
料 

                       

         

「
御
祭
礼
幟
下
書
入
」に
は
御
坊
町
西
町
の
幟
の
下
書
き
が
お
さ
め
ら
れ
て
お
り
、「
西
町
中
」

の
下
書
き
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
書
か
れ
た
紙
が
貼
付
さ
れ
て
い
た
。 

   
 
 

明
和
元 

 
 
 
 
 

京
師 

申
年
書
之 

 
 
 
 

堀
井
新
右
衛
門
書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

断 

 

以
後
染
替
之
節
者
紙
を
つ
き
墨
ニ
而
字
之
へ
り
写
候
方
可
然
候
此
侭
竹
へ
ら
ニ
て
写

候
得
者
其
跡
ゟ
き
す
付
下
地
之
通
破
レ
候
殊
ニ
表
打
候
得
者
紙
は
し
か
く
相
成
候
故

随
分
な
や
み
ニ
御
用
心
可
被
下
候 

 
 

□
□
□
□
寛
政
四
年
子
八
月 

 
 
 
 

亀
井
伊
助 

  

こ
の
記
述
か
ら
だ
け
で
は
意
味
が
判
断
で
き
な
い
内
容
も
存
在
す
る
が
、
明
和
元
年
（
一

七
六
四
）
に
幟
を
新
調
し
、
そ
の
文
字
を
京
都
の
職
人
に
依
頼
し
た
こ
と
、
そ
の
後
の
染
め

替
え
の
時
の
注
意
事
項
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。 



ま
た
、
幟
箱
も
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
蓋
裏
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
こ
の
幟
箱

に
記
さ
れ
て
い
た
も
の
は
、
幟
の
文
字
と
新
調
さ
れ
た
年
、
そ
し
て
染
め
賃
と
職
人
名
が
記

載
さ
れ
て
あ
る
。
前
述
の
幟
下
書
き
を
用
い
て
染
め
抜
い
た
幟
を
保
管
し
て
い
た
箱
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。 

   
 

一
西
町 

寛
政
三
亥
年 

 
 
 

染
賃
三
十
歩
棹
代
共 
平
助
染 

 
 

一
放
生
会 

寛
政
五
年
丑
年 
同
人
染 

 
 
 

染
賃
金
弐
歩
棹
代
共 

 
 

一
西
町 

文
化
六
年
巳
年 

 

平
助
染 

 
 

一
放
生
会 

文
化
七
年
午
年 

 

同
人
染 

 
 

一
放
生
会 

天
保
九
年
戌
年 

東
町
□
平
染 

 
 

一
に
し
町 

弘
化
三
年
丙
午
年 

□
町
□
平
染 

 
 
 

染
賃
札
三
拾
目 

□
□
□ 

 
 
 
 

西
町
幟
入 

 
 
 こ

の
幟
箱
に
記
さ
れ
て
い
た
も
の
は
、
幟
の
文
字
と
新
調
さ
れ
た
年
、
そ
し
て
染
め
賃
と

職
人
名
が
記
載
さ
れ
て
あ
る
。
前
述
の
幟
下
書
き
を
用
い
て
染
め
抜
い
た
幟
を
保
管
し
て
い

た
箱
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

   

・
中
組
幟
資
料 

文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
銘
の
あ
る
幟
箱
や
幟
（
年
代
不
詳
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

                      


